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防
災
士
に
な
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

■
公
民
館
に
勤
め
て
い
た
と
き
に
「
館
長
は
防

災
士
を
取
っ
た
方
が
良
い
」
と
い
う
こ
と
で

資
格
を
取
り
ま
し
た
。

■
「
防
災
士
も
女
性
が
必
要
と
さ
れ
る
時
代
」

と
言
わ
れ
た
の
で
資
格
を
取
り
ま
し
た
。

■
地
元
で
自
主
防
災
ク
ラ
ブ
の
支
部
長
を
や
っ

て
い
る
時
に
、
防
災
士
が
一
人
も
い
な
か
っ

た
た
め
、
資
格
を
取
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
芸
予
地
震
な
ど
の
い

ろ
い
ろ
な
経
験
か
ら
、
定
年
後
に
西
予
市
に

帰
っ
て
き
て
地
元
で
防
災
会
を
立
ち
上
げ
た

際
に
、
行
政
か
ら
「
防
災
士
の
資
格
を
取
ら

な
い
か
」
と
要
請
が
あ
っ
た
た
め
資
格
を
取

り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
活
動
内
容
は

■
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
前
ま
で
は
子
ど
も
の
宿
泊

研
修
会
に
併
せ
て
避
難
訓
練
を
し
て
い
ま
し

た
。

■
総
会
や
常
会
な
ど
の
会
合
が
終
わ
っ
た
後
に

ミ
ニ
講
習
会
を
し
て
い
ま
す
。

■
集
会
所
に
置
い
て
い
る
発
電
機
の
取
扱
講
習

会
を
２
ヵ
月
に
一
度
や
っ
て
い
ま
す
。

■
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
実
演
講
習
、
消
火
訓
練
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。

■
防
災
に
対
す
る
勉
強
会
を
毎
月
や
っ
て
い
ま

す
。

■
一
時
避
難
場
所
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
維
持
管

理
を
や
っ
て
い
ま
す
。

■
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
前
ま
で
は
セ
ミ
ナ
ー
や
講

習
会
、
現
場
講
習
な
ど
を
年
に
４
〜
６
回
程

度
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
内
容
は

■
自
主
防
災
の
組
織
が
中
心
に
な
っ
て
防
災
訓

練
を
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

■
ど
の
支
部
も
均
等
に
自
主
防
災
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

■
住
民
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意
識
を
持
ち
、
地

域
の
協
力
を
得
な
が
ら
前
回
と
は
違
う
想
定

の
訓
練
を
や
っ
て
み
た
い
で
す
。

■
災
害
時
の
行
政
・
自
衛
隊
の
対
応
な
ど
の
セ

ミ
ナ
ー
を
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

９月は防災月間ということで、西予
市防災士連絡協議会の皆さんにお話
を聞きました。
９月20日議員全員協議会室にて

特 集

特集　西予市防災士連絡協議会×議会

防災士

議　会
×

訓練の重要性を説く濱田会長

家族みんなの防災ノート
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行
政
や
議
会
へ
伝
え
た
い
こ
と
は

■
防
災
士
連
絡
協
議
会
は
年
会
費
２
０
０
０
円

で
運
営
し
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
や
事
務
費

等
に
お
金
が
か
か
り
資
金
不
足
の
た
め
、
防

災
士
の
資
格
の
あ
る
方
は
是
非
入
会
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
市
に
は
引
き
続
き
支
援
を

お
願
い
し
た
い
で
す
。

■
城
川
町
魚
成
地
区
の
野
村
側
に
も
雨
量
観
測

所
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
避
難
の
呼
び
か

け
を
し
や
す
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

■
女
性
の
方
に
も
防
災
士
の
資
格
を
取
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
医
師
、
看
護
師
、

介
護
士
、
教
員
、
保
育
士
、
保
健
師
な
ど
の

資
格
を
持
っ
て
い
る
方
に
も
、
防
災
士
の
資

格
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

特集　西予市防災士連絡協議会×議会

西予市防災士連絡協議会のみなさんと
西予市防災士連絡協議会からは会長、以下役員８名に参加いただき、日頃の活動や、今後の活動、

市へのご意見などについてお話しし、有意義な会になりました。

防災士に関する
お問い合わせは

危機管理課（☎
 0894-62-64

91）まで！
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定例会

　　

第３回定例会の議案は

令和4年度補正予算 ……………………………8件
令和3年度決算認定 ………………………… 11件
人権擁護委員の推薦 ……………………………2件
契約案件 …………………………………………1件
条例制定 …………………………………………1件
条例の一部改正 …………………………………4件
過疎地域持続的発展計画の変更 ………………1件
継続費精算報告 …………………………………1件
健全化判断比率等の報告 ………………………2件
出資法人等の経営状況報告 ……………………8件

今号では、その中から１つをPick up

全
て
の
議
案
と
結
果
は
、
Ｐ
７
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
予
市
の
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
　
　
期
　
９
月
１
日
〜
10
月
３
日

会
議
期
間

　
33
日
間

●
第
３
回
定
例
会

令
和
４
年

●
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
一
般
会
計
の
財
政
指
標
は
、
公
債
費
負
担
比
率
が
18
・
６
％
に
上
昇
し
、

経
常
収
支
比
率
は
や
や
改
善
し
た
も
の
の
92
・
５
％
と
財
政
硬
直
化
が
見

ら
れ
、
財
政
力
指
数
に
お
い
て
も
０
・
24
と
低
く
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
財
政
調
整
基
金
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。
財
政
面
で
厳
し
い
状
況
が
あ

り
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
と
健
全
財
政
に
引

き
続
き
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
長
期
化
し
、
市
民
生
活

や
地
域
経
済
へ
の
更
な
る
影
響
が
憂
慮
さ
れ
る
。
引
き
続
き
、
市
民
生
活

へ
の
配
慮
と
資
金
力
に
乏
し
い
個
人
事
業
者
や
中
小
企
業
等
へ
切
れ
目
の

な
い
支
援
と
柔
軟
な
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
10
月
３
日
に
、
市
長
に
対
し
て
、
決
算
審
査
に
お
い
て
出
さ
れ
た
意
見

を
も
と
に
、
令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
の
政
策
提
言
を
行
っ
た
。

〈
認
定
第
１
号

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
〉

令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

を
認
定
し
ま
し
た

Pick up
1
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令和 3年度決算

令和3年度一般会計歳入決算

地 方 交 付 税 129億 7794万円

国 庫 支 出 金 57億 3256万円

市 債 38億 7759万円

市 税 32億 1869万円

繰 入 金 20億 7784万円

県 支 出 金 19億 7691万円

繰 越 金 14億 3790万円

地 方 消 費 税 交 付 金 8億 6273万円

諸 収 入 6億 7637万円

地 方 譲 与 税 3億 3239万円

寄 附 金 3億 2299万円

使 用 料 及 び 手 数 料 2億 9903万円

財 産 収 入 1億 9472万円

分 担 金 及 び 負 担 金 1億 3304万円

地 方 特 例 交 付 金 4604万円

法 人 事 業 税 交 付 金 3745万円

株式等譲渡所得割交付金 2306万円

環 境 性 能 割 交 付 金 1944万円

配 当 割 交 付 金 1853万円

交通安全対策特別交付金 435万円

利 子 割 交 付 金 409万円

歳 入 合 計 342億 7366万円

令和３年度一般会計歳出（目的別）決算

民 生 費 82億 1956万円

総 務 費 44億 2885万円

公 債 費 42億 9465万円

衛 生 費 26億 6809万円

農 林 水 産 業 費 25億 6536万円

教 育 費 24億　992万円

土 木 費 21億 3417万円

諸 支 出 金 18億 8004万円

消 防 費 13億 8281万円

災 害 復 旧 費 11億 3789万円

商 工 費 11億 2365万円

議 会 費 1億 6751万円

労 働 費 1087万円

予 備 費 0円

歳 出 合 計 324億 2337万円

注）金額は、四捨五入のため、一部端数調整を行う場合があります。

歳入総額　　　342億 7366万 2844円

歳出総額　　　324億 2337万 2588円

差 引 額　　　  18 億 5029万　256円

一　般　会　計　決　算

（歳入）　125億 4195万円
（歳出）　122億 7310万円

特 別 会 計 決 算（合計）

（収益的収支）　60億 3656万円　　　60億 8899万円
（資本的収支）　  8 億 4808万円　　　13億 5469万円

公 営 企 業 会 計 決 算（合計）
（収入） （支出）
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質疑・請願

Q
　
卯
之
町
駅
舎
完
成
後
の
運
営
主
体
・
方
法
は

A
　
駅
舎
の
運
営
に
関
す
る
業
務
の
主
体
は
西
予
市
が
担
う
。
管
理

業
務
に
つ
い
て
は
、
卯
之
町
は
ち
の
じ
ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業
に

係
る
特
定
事
業
契
約
に
基
づ
い
て
、
株
式
会
社
西
予
ま
ち
づ
く
り

サ
ー
ビ
ス
が
、
24
時
間
利
用
が
可
能
な
駅
舎
と
し
て
、
建
物
の
保

守
管
理
、
整
備
、
清
掃
な
ど
の
維
持
管
理
業
務
を
行
う
。

Q
　
卯
之
町
駅
舎
完
成
後
、
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
等
の
計
画
は

A
　
駅
舎
の
開
所
を
11
月
初
旬
に
予
定
し
て
お
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
計
画
し
て
い
る
。
西
予
市
産
材
で
作
っ
た
う
さ
ぎ

絵
馬
の
販
売
や
絵
馬
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
、
木
の
風
船
の
設

置
、
愛
の
火
鉢
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
季
節
ご
と
の
駅
舎

の
利
活
用
に
つ
い
て
、
地
元
関
係
団
体
と
と
も
に
実
施
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
行
く
。

●
こ
ん
な
質
疑
が
出
ま
し
た

Q
　
新
規
就
農
者
が
補
助
金
を
適
用
さ
れ
る
期
間
が
決
ま
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
の
定
義
は

A
　
新
規
就
農
者
が
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
補
助
金
の
交
付
を
受

け
ら
れ
る
期
間
は
、
就
農
初
年
度
に
限
ら
れ
る
。

　
新
規
就
農
者
の
定
義
は
、
①
独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が
49

歳
以
下
②
令
和
４
年
度
中
に
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
独
立
・
自

営
就
農
す
る
③
青
年
等
就
農
計
画
の
認
定
を
受
け
た
認
定
新
規
就

農
者
④
農
業
経
営
を
継
承
す
る
時
は
５
年
以
内
に
継
承
⑤
人
・
農

地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が

確
実
、
又
は
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地
を
借
り
て
い
る
⑥
雇

用
就
農
資
金
及
び
経
営
継
承
・
発
展
等
支
援
事
業
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
⑦
機
械
・
施
設
等
の
取
得
費
用
に
交
付
対
象
者
本
人
が

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
７
点
の
要
件
が
あ
り
、

こ
の
要
件
を
満
た
し
た
者
が
新
規
就
農
者
で
あ
る
。

山
田
薬
師
の
屋
根
保
全
修
理
へ
補
助

金
予
算
措
置
を
求
め
る
請
願

請願
第１号※

内
容
等
は
、 
Ｐ
8
の
総
務
常
任
委
員
会
審
査
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
会
一
致

採

択

令和４年 第３回定例会　西予市議会だより 06

定例会

令和４年　第３回臨時会議決結果　  （令和４年７月26日）

議案番号 　件　　　　　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決結果

議案第86号 明浜柑橘加工施設新築工事請負契約について 7月 26日 原案可決

議案第87号
明浜柑橘加工施設新築機械設備工事請負契約につ
いて

7月 26日 原案可決

議案番号 　件　　　　　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決結果

議案第88号
西予市土地開発公社定款の一部を変更する定款に
ついて

7月 26日 原案可決

令和４年　第３回西予市議会定例会議決結果表　  （令和４年９月１日～10月３日）

議案番号 　件　　　　　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決結果

議案第89号
ＣＡＴＶ整備事業　城川サブセンター整備工事請
負契約について

9月 20日 原案可決

議案第90号
西予市卯之町駅舎の設置及び管理に関する条例制
定について

9月 20日 原案可決

議案第91号
西予市支所及び出張所設置条例の一部を改正する
条例制定について

9月 20日 原案可決

議案第92号
西予市議会の議員及び長の選挙における公費負担
に関する条例の一部を改正する条例制定について

9月 20日 原案可決

議案第93号
西予市職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例制定について

9月 20日 原案可決

議案第94号 令和４年度西予市一般会計補正予算 (第４号 ) 9月 20日 原案可決

議案第95号
令和４年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計補正
予算 (第１号 )

9月 20日 原案可決

議案第96号
令和４年度西予市国民健康保険特別会計補正予算
(第１号 )

9月 20日 原案可決

議案第97号
令和４年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予
算 (第１号 )

9月 20日 原案可決

議案第98号
令和４年度西予市介護保険特別会計補正予算 (第１
号 )

9月 20日 原案可決

議案第99号
令和４年度西予市農業集落排水事業特別会計補正
予算 (第１号 )

9月 20日 原案可決

議案第100号 西予市過疎地域持続的発展計画の変更について 9月 20日 原案可決

議案第101号 令和４年度西予市一般会計補正予算 (第５号 ) 9月 20日 原案可決

議案第102号
西予市職員の給与に関する条例及び西予市会計年
度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例制定について

10月 3日 原案可決

議案第103号 令和４年度西予市一般会計補正予算 (第６号 ) 10月 3日 原案可決

諮問第９号 人権擁護委員候補者の推薦について 9月 1日 原案同意

議案番号 　件　　　　　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決結果

諮問第10号 人権擁護委員候補者の推薦について 9月 1日 原案同意

報告第８号
令和３年度西予市一般会計継続費精算報告につい
て

9月 1日 報　　告

報告第９号 令和３年度健全化判断比率の報告について 9月 1日 報　　告

報告第10号 令和３年度資金不足率の報告について 9月 1日 報　　告

報告第11号 西予市土地開発公社の経営状況について 9月 1日 報　　告

報告第12号 株式会社エフシーの経営状況について 9月 1日 報　　告

報告第13号 株式会社城川ファクトリーの経営状況について 9月 1日 報　　告

報告第14号 株式会社どんぶり館の経営状況について 9月 1日 報　　告

報告第15号
あけはまシーサイドサンパーク株式会社の経営状
況について

9月 1日 報　　告

報告第16号 株式会社グリーンヒルの経営状況について 9月 1日 報　　告

報告第17号 一般財団法人宇和文化会館の経営状況について 9月 1日 報　　告

報告第18号 西予ＣＡＴＶ株式会社の経営状況について 9月 1日 報　　告

請願第１号
山田薬師の屋根保全修理への補助金予算措置を求
める請願書

9月 20日 採　　択

発議第２号 西予市決算審査特別委員会の設置について 9月 1日 原案可決

選任第３号 西予市決算審査特別委員会委員の選任 9月 1日 議長指名

表決結果
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

議

決

結

果

和
気
　
数
男

宇
都
宮
久
見
子

信
宮
　
徹
也

宇
都
宮

　
俊
文

加
藤
　
美
香

中
村
　
一
雅

河
野

　
清
一

佐
藤
　
恒
夫

山
本
　
英
明

竹
﨑

　
幸
仁

小
玉
　
忠
重

源

　

正

樹

井
関
　
陽
一

中
村
　
敬
治

二
宮

　
一
朗

兵
頭
　
　
学

森
川
　
一
義

酒
井

　
宇
之
吉番　号 件　　　　　　名

諮問第10号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○
議

　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案同意

（○：賛成　×：反対　欠：欠席　除：除斥　棄：棄権）　　　※議長は表決権がありません（可否同数の場合のみ表決権があります）

賛否の分かれた議案です。
その他の議案については全会一致です。
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委
員
会
で
は
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
よ
り
詳
し
く
担
当
部
署
か
ら
説
明
を
受
け
、
調
査
・
審
査
し
ま
す
。

10
件
の
議
案
・
１
件
の
請
願
を
審
査

Q
　
西
予
市
男
性
職
員
の
育
児
休
暇
取
得
状

況
は

A
　
育
児
休
業
・
産
後
パ
パ
育
休
に
つ
い
て
、

令
和
３
年
度
と
令
和
４
年
度
現
在
で
は
取

得
職
員
は
い
な
い
が
、
今
年
の
10
月
か
ら

男
性
正
職
員
１
名
が
育
児
休
業
を
取
得
す

る
予
定
で
あ
る
。

Q
　
卯
之
町
は
ち
の
じ
ま
ち
づ
く
り
整
備
事

業
の
全
体
事
業
費
に
お
け
る
駅
舎
の
建
設

費
・
費
用
負
担
は

A
　
卯
之
町
は
ち
の
じ
ま
ち
づ
く
り
整
備
事

業
に
係
る
特
定
事
業
契
約
で
、
施
設
整
備

業
務
、
維
持
管
理
業
務
、
運
営
業
務
を
全

て
含
み
約
19
億
６
８
９
３
万
円
で
契
約
し

て
い
る
。

　
駅
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
整
備
等
委
託

料
と
し
て
約
５
０
０
０
万
円
で
事
業
を
進

め
て
お
り
、
全
て
の
施
設
整
備
が
終
了
後

●
総
務
常
任
委
員
会

精
算
し
、
増
加
し
た
事
業
費
に
つ
い
て
、

契
約
先
の
株
式
会
社
西
予
ま
ち
づ
く
り

サ
ー
ビ
ス
へ
支
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

Q
　
卯
之
町
駅
の
１
日
の
利
用
客
数
と
今
後

株
式
会
社
西
予
ま
ち
づ
く
り
サ
ー
ビ
ス
が

行
う
卯
之
町
駅
の
保
守
管
理
の
内
容
は

A
　
令
和
２
年
度
で
１
日
平
均
２
４
４
人
の

利
用
客
数
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
駅
舎
と

同
様
に
24
時
間
利
用
が
可
能
な
駅
舎
と
し

て
日
常
的
な
点
検
・
警
備
・
清
掃
な
ど
の

管
理
業
務
を
行
う
。

Q
　
請
願
第
１
号「
山
田
薬
師
の
屋
根
保
全

修
理
の
補
助
金
予
算
措
置
を
求
め
る
請
願
」

A
　「
採
択
」

　
西
予
市
指
定
文
化
財
に
も
登
録
し
て
あ

る
貴
重
な
文
化
財
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
意
見
が
あ
り
、補
助
金
の
予
算
措

置
に
つ
い
て
は
、
西
予
市
文
化
財
維
持
管

理
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
い
た
支
援
を

行
う
こ
と
で
採
決
を
行
い
採
択
と
決
し
た
。

所
管
事
務
調
査

新
野
村
支
所
庁
舎
を
視
察

　
令
和
４
年
10
月
24
日
開
所
予
定
で
あ
る

新
庁
舎
は
、
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
野
村
支
店
、

愛
媛
信
用
金
庫
野
村
支
店
、
西
予
警
察
署

野
村
交
番
が
入
る
複
合
型
の
改
築
庁
舎
で

あ
る
。

　
利
便
性
が
向
上
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

充
実
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

新しくなった野村支所庁舎
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５
件
の
議
案
を
審
査

Q
　
公
立
保
育
所
の
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ

ム
導
入
後
の
効
果
は

A
　
保
育
現
場
の
業
務
負
担
軽
減
に
資
す
る

機
能
と
し
て
、
指
導
計
画
、
日
誌
作
成
な

ど
の
記
録
ア
プ
リ
が
あ
る
。

　
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機

能
と
し
て
、
連
絡
帳
、
保
護
者
連
絡
ア
プ

リ
に
よ
り
、
お
便
り
や
お
知
ら
せ
を
一
斉

に
配
信
す
る
機
能
が
あ
り
、
有
効
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。

Q
　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

体
制
に
つ
い
て

A
　
10
月
以
降
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お

り
、
初
回
接
種
を
完
了
し
た
12
歳
以
上
全

て
の
市
民
が
接
種
可
能
で
あ
る
。
接
種
の

対
象
者
が
３
回
目
、
４
回
目
を
接
種
し
て

い
な
い
方
、
12
月
以
降
に
は
５
回
目
を
接

種
す
る
方
な
ど
複
雑
に
な
る
た
め
、
市
民

の
皆
様
に
で
き
る
限
り
わ
か
り
や
す
い
よ

●
厚
生
常
任
委
員
会

う
な
通
知
を
し
て
い
く
。

　
今
後
小
児
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
も
３
回

目
接
種
が
予
定
さ
れ
、
国
の
説
明
で
は
、

生
後
６
カ
月
経
過
し
た
乳
幼
児
か
ら
接
種

可
能
と
な
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
し
っ
か

り
と
準
備
を
行
い
ス
ム
ー
ズ
に
接
種
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

Q
　
児
童
公
園
整
備
事
業
の
内
容
は

A
　
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
交
流
の
場
と
し

て
、
市
産
材
を
用
い
た
木
製
大
型
遊
具
を

宇
和
町
稲
生
の
ど
ん
ぶ
り
館
横
の
、
み
ず

す
ま
し
公
園
内
に
令
和
４
・
５
年
度
２
カ

年
の
総
額
１
億
４
８
５
０
万
円
の
継
続
費

を
計
上
す
る
。

　
令
和
３
年
度
末
か
ら
調
査
研
究
を
し
て

お
り
、
人
口
減
少
、
少
子
対
策
は
急
務
で

あ
り
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も

反
映
し
て
い
る
。
西
予
宇
和
イ
ン
タ
ー
近

く
で
、
ど
ん
ぶ
り
館
横
に
位
置
し
、
遊

び
、
買
い
物
、
食
事
等
が
で
き
る
立
地
で

１
０
０
台
の
駐
車
場
を
設
置
予
定
で
あ
り

年
間
15
万
人
の
集
客
を
見
込
ん
で
い
る
。

所
管
事
務
調
査

「
医
療
の
確
立
と

　
　
二
次
救
急
の
現
状
と
あ
り
方
」

　
医
療
対
策
室
の
職
務
内
容
、
地
区
別
の

開
業
医
数
、
市
立
病
院
の
医
師
不
足
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　
両
市
立
病
院
、
つ
く
し
苑
の
医
師
・
看

護
師
、
介
護
師
等
の
医
療
従
事
者
不
足
や

高
齢
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
や
施
設
の
健
全
な
運
営
等
課
題
が
あ

る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。

　
市
立
病
院
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
認
識

し
、
地
域
医
療
の
提
供
体
制
を
維
持
し
つ

つ
安
定
し
た
病
院
運
営
が
必
要
で
あ
る
。

医療介護部との意見交換
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委員会審査

3
件
の
議
案
を
審
査

Q
　
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
補
助
金
の
内

容
や
内
訳
は

A
　
新
規
就
農
者
が
農
業
に
定
着
す
る
た
め

の
機
械
や
施
設
、
牛
や
豚
な
ど
を
導
入
す

る
費
用
に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業

で
、
限
度
額
が
１
０
０
０
万
円
で 

今
年

度
に
初
め
て
創
設
さ
れ
た
。

　
今
回
は
、
養
豚
経
営
に
対
し
２
８
４
万

１
０
０
０
円
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
農
家
に
対
し

て
４
５
６
万
円
を
計
上
し
た
。
ま
た
、
既

存
の
経
営
開
始
資
金
と
併
用
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
場
合
の
限
度
額
は

５
０
０
万
円
と
な
る
。

Q
　

※

Ｅイ

ー

バ

イ

ク

‐
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
の
運
営
方
法
は

A
　
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
５
台
、
み
か
め

本
館
に
２
台
、
あ
け
は
ま
ー
れ
と
狩
江
公

民
館
で
５
台
、
ク
ア
テ
ル
メ
宝
泉
坊
と
游

の
里
で
５
台
、
乙
亥
会
館
に
３
台
、
文

●
産
業
建
設
常
任
委
員
会

化
の
里
休
憩
所
に
７
台
の
計
27
台
を
設
置

す
る
予
定
。

　
西
予
市
の
交
通
手
段
を
考
え
る
と
乗
り

捨
て
が
難
し
い
た
め
、
起
点
か
ら
起
点
に

戻
る
こ
と
を
基
本
に
考
え
て
い
る
。

※
Ｅ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｅ

　
ス
ポ
ー
ツ
用
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
の
こ
と

Q
　
み
ず
す
ま
し
公
園
に
新
設
さ
れ
る
遊
具

に
森
林
環
境
譲
与
税
を
充
当
す
る
に
至
っ

た
経
緯
は

A
　
森
林
環
境
譲
与
税
は
細
か
く
規
定
さ
れ

る
国
庫
補
助
金
と
異
な
り
、
地
方
公
共
団

体
に
一
定
の
裁
量
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、

事
業
を
幅
広
く
弾
力
的
に
実
施
で
き
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
児
童
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
木
製
大
型
遊
具
を
設
置
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
木
材
利
用
の
促
進
、
木
育
活

動
の
普
及
啓
発
と
し
て
、
そ
の
目
的
に
合

致
し
て
い
る
と
考
え
た
。

所
管
事
務
調
査

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
担
当
課
と
意
見
交
換

　
畜
産
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
材
料

（
家
畜
の
排
せ
つ
物
、
未
利
用
木
材
）
や
収

益
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
内
子
町
の

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
視
察
し
た
。

　
家
畜
排
せ
つ
物
や
未
利
用
木
材
な
ど
の

農
林
業
資
源
を
活
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

達
と
い
っ
た
環
境
負
荷
軽
減
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
バ
イ

オ
マ
ス
地
産
地
消
に
つ
い
て
、
県
で
も
話

を
聞
く
こ
と
と
し
た
。

間伐材を燃料とする発電所

【訂正とお詫び】西予市議会だより第73号 11ページ産業建設常任委員会の下段「所管事務調査」の記事に誤りがありました。
　　　　　　　（誤）宇和町永長　→　（正）宇和町清沢　　訂正してお詫びいたします。
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一般質問

Q
　
上
水
道
・
簡
易
水
道
・
そ
の

他
の
供
給
施
設
の
給
水
人
口
は

A
　
令
和
４
年
３
月
末
現
在
の
人

口
３
万
５
５
６
４
人
中
、
上
水

道
の
給
水
人
口
は
２
万
８
８
４
４

人
い
る
。

　
計
画
給
水
人
口
が
１
０
１
人

以
上
５
０
０
０
人
以
下
の
簡
易

水
道
は
４
６
２
２
人
、
計
画
給

水
人
口
が
50
人
以
上
１
０
０
人

以
下
の
県
条
例
水
道
及
び
飲
料

水
供
給
施
設
は
７
８
２
人
、
計

画
給
水
人
口
が
50
人
未
満
の
簡

易
給
水
施
設
及
び
共
同
給
水
施

設
は
７
０
３
人
、
専
用
水
道
は

79
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
水
道
施
設
が
な
く
、
山
水
や
井

戸
を
使
用
し
て
い
る
未
給
水
人
口

は
５
３
４
人
と
な
っ
て
い
る
。

Q
　
愛
媛
県
の
Ｂ
Ａ
・
５
医
療
危

機
宣
言
に
つ
い
て
西
予
市
の
対

応
は

A
　
西
予
市
で
は
、
８
月
23
日
に

は
過
去
最
多
と
な
る
81
人
の
陽

性
者
が
確
認
さ
れ
、
医
療
機
関

で
は
多
数
の
救
急
や
発
熱
に
関

す
る
電
話
対
応
に
追
わ
れ
る

日
々
が
続
い
た
。

　
県
の
要
請
に
基
づ
き
、
多
く

の
人
で
混
み
合
う
場
所
へ
の
出

入
り
を
控
え
る
な
ど
の
感
染
回

避
行
動
の
徹
底
を
強
く
呼
び
か

け
た
。

　
ま
た
、
宣
言
の
緊
急
性
を
鑑

み
、
職
員
に
よ
る
チ
ラ
シ
の
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
や
各
種
団
体
の
常

会
な
ど
を
通
じ
、
全
戸
配
布
を

行
っ
た
。
今
後
も
引
き
続
き
感

染
対
策
に
つ
い
て
啓
発
し
て
い

く
。

Q
　
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
に
取
り
組
む
考
え
は

A
　
令
和
４
年
４
月
時
点
で
、
県

内
１
市
４
町
が
原
則
18
歳
年
度

末
ま
で
の
医
療
費
助
成
を
実
施

し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
に
実

施
し
た
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
は
じ
め
、
子
育
て
世

代
の
保
護
者
と
の
対
話
な
ど
で
、

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
の
要
望
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

　
子
育
て
支
援
充
実
の
一
環
と

し
て
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
原

則
18
歳
以
下
を
対
象
と
し
た
医

療
費
の
無
償
化
に
向
け
て
準
備

を
進
め
る
。

Q
　
観
光
物
産
協
会
が
取
り
組
む

Ｅ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
事
業
の
内
容
は

A
　
27
台
程
度
の
バ
イ
ク
を
導
入

し
て
四
国
西
予
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
を
起
点
と
し
、
ジ
オ
を
核

と
し
た
市
内
周
遊
促
進
を
行
う
。

　
体
感
で
き
る
自
然
や
魅
力
の

幅
を
大
き
く
広
げ
、
西
予
市
の
Ｐ

Ｒ
効
果
と
経
済
波
及
効
果
を
高

め
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
導
入
後
は
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

や
ジ
オ
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
、
多

く
の
方
に
周
知
や
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
く
。

酒井　宇之吉

一般
質問

二宮　一朗

一般
質問

●
一
般
質
問

み
な
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
す
。

ジオミュージアム（城川町）

山水をろ過・貯水している
タンク（城川町）

E－ BIKE
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一般質問

流
れ
等
検
討
す
べ
き
課
題
が

多
く
あ
る
た
め
、
今
後
の
宇

和
町
地
域
小
学
校
再
編
計
画

や
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用

な
ど
具
体
的
方
針
が
決
定
し

た
後
に
、
慎
重
に
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
。

Q
　
保
育
所
等
の
各
町
別
待
機
児

童
数
と
対
応
は

A
　
宇
和
17
名
、
野
村
３
名
、
三

瓶
１
名
の
合
計
21
名
で
あ
る
。

待
機
児
童
へ
の
継
続
し
た
入
所

支
援
と
し
て
、
待
機
児
童
情
報

を
リ
ス
ト
化
し
、
市
内
認
可
保

育
園
等
に
提
供
す
る
こ
と
で
入

所
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

待
機
児
童
解
消
に
向
け
保
育
士

人
材
確
保
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
。

Q
　
ハ
ン
プ
設
置
後
の
効
果
と
今

後
の
増
設
計
画
は

A
　
事
業
実
施
前
の
仮
ハ
ン
プ
で

速
度
調
査
を
行
い
、
車
速
を
概

ね
７
キ
ロ
減
速
さ
せ
た
調
査
結

果
を
も
と
に
、
事
業
を
実
施
し

た
。
現
在
、
鬼
窪
・
下
松
葉
地

区
か
ら
ハ
ン
プ
増
設
の
要
望
が

あ
る
た
め
検
討
し
て
い
る
。

Q
　
野
田
口
交
差
点
か
ら
商
店
街

及
び
宇
和
町
小
学
校
正
門
下
交

差
点
の
整
備
は

A
　
現
在
、
野
田
口
交
差
点
か

ら
商
店
街
に
か
け
て
国
の
改

良
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
安
全
性
が
高
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
、
そ
の
後
の
状

況
を
注
視
し
た
い
。

　
小
学
校
正
門
下
交
差
点
は

住
宅
が
立
ち
並
ぶ
市
街
地
で

あ
り
、
周
辺
の
道
路
状
況
や
、

改
良
後
の
車
両
・
歩
行
者
の

Q
　
野
村
運
動
公
園
の
利
用
再
開

の
見
込
み
は

A
　
解
体
工
事
終
了
後
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
面
の
排
水
機
能
が
著
し
く

低
下
し
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
暗

渠
排
水
工
事
を
行
う
計
画
で
完

成
は
令
和
５
年
３
月
中
旬
の
予

定
で
あ
る
。

　
具
体
的
な
運
動
公
園
と
し
て

の
利
用
開
始
は
工
事
完
了
後
、

可
能
な
限
り
速
や
か
に
市
民
の

皆
様
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
い
る
。

Q
　
ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改
善
は

A
　
保
育
士
等
や
福
祉
・
介
護
職

員
、
ま
た
は
看
護
職
員
等
の
ケ

ア
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
つ
い

て
は
、
本
年
の
第
１
回
定
例
会

で
関
係
条
例
の
改
正
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
10
月
以
降
も

引
き
続
き
対
応
す
る
。

　
厚
生
労
働
省
は
10
月
か
ら
処

遇
改
善
に
係
る
診
療
報
酬
、
ま

た
は
介
護
報
酬
の
仕
組
み
を
改

め
、
看
護
職
員
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て
も
、
収
入
を
３
％
程
度

引
き
上
げ
る
た
め
の
仕
組
み
を

創
設
す
る
よ
う
検
討
さ
れ
て
お

り
、
現
在
情
報
収
集
中
で
、
本

市
で
の
運
用
に
つ
い
て
も
検
討

を
進
め
て
お
り
、
準
備
が
整
え

ば
速
や
か
に
対
応
す
る
。

宇都宮　久見子

一般
質問

和気　数男

一般
質問

宇和町小学校正門下危険交差点

福祉・介護職員等が働くつくし苑
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視察報告

●
視
察
報
告

総
務
常
任
委
員
会

　
７
月
27
日
〜
29
日
、
総
務
省
で
の
研
修
、
山

梨
県
都
留
市
、
北
杜
市
を
視
察
し
た
。
総
務
省

で
は
「
地
方
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。
都
留
市
で
は
「
生
涯
活
躍
の

ま
ち
・
つ
る
構
想
に
つ
い
て
」「
移
住
定
住
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
説
明
を
受
け
、
都

留
市
移
住
定
住
相
談
セ
ン
タ
ー
の
現
地
視
察
を

行
っ
た
。
北
杜
市
で
は
「
移
住
定
住
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
説
明
を
受
け
た
。

　
西
予
市
で
は
、
地
方
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
い
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
自
治
体

の
効
率
化
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
た
。
ま
た
移
住
定
住
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
移
住
定
住
交
流
セ
ン
タ
ー

等
に
寄
せ
る
相

談
案
件
を
分

析
し
、
空
き
家

や
田
舎
暮
ら
し

な
ど
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
事
業
・

情
報
発
信
を
行

う
必
要
が
あ
る

と
感
じ
た
。

厚
生
常
任
委
員
会

　
７
月
12
日
〜
14
日
、
厚
生
労
働
省
、
地
域
医

療
振
興
協
会
、
大
和
市
を
行
政
視
察
し
た
。
厚

生
労
働
省
と
地
域
医
療
振
興
協
会
で
は
、
医

師
・
看
護
師
の
考
え
方
に
都
市
部
と
地
方
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
へ
き
地
等
で
の
勤
務
を
希

望
す
る
医
師
は
非
常
に
少
な
い
と
聞
き
、
医
師

確
保
の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。
医
師
の
確

保
に
関
し
て
は
、
西
予
市
独
自
の
工
夫
が
よ
り

必
要
だ
と
感
じ
た
。
ま
た
、
二
次
救
急
体
制
に

関
し
て
は
、
地
域
医
療
を
確
保
す
る
た
め
、
様
々

な
機
会
を
通
し
て
住
民
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
。

　
大
和
ゆ
と
り
の
森
公
園
は
、
計
画
の
段
階
か

ら
施
設
の
内
容
や
遊
具
等
に
関
し
て
住
民
の
意

見
を
取
り
入
れ
、
開
設
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で

改
善
点
を
洗
い
出
し
、
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い

る
。
人
気
遊
具
の
設
置
や
健
康
遊
具
を
設
置
す

る
な
ど
誘
客
へ
の
対

策
が
、
継
続
的
な
人

気
に
直
結
し
て
い

る
。
西
予
市
に
も
こ

の
よ
う
な
公
園
が
必

要
だ
と
考
え
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
７
月
13
日
〜
15
日
、
農
林
水
産
省
に
て
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
バ
イ
オ
マ
ス

地
産
地
消
に
つ
い
て
座
学
を
行
っ
た
。
静
岡
県

富
士
市
に
て
畜
産
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て

現
地
視
察
を
行
い
、
伊
豆
市
で
は
伊
豆
半
島
ジ

オ
パ
ー
ク
を
視
察
し
た
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
地
産
地
消
対
策
に
つ
い
て
、
事

業
化
（
調
査
・
設
計
） 

に
も 

２
分
の
１
の
補
助

が
あ
る
と
分
か
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
地
産
地
消
に

つ
い
て
は
、
庁
内
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
・
畜
産

バ
イ
オ
マ
ス
の
研
究
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
事

業
化
に
向
け
た
調
査
研
究
を
進
め
る
必
要
性
を

感
じ
た
。

　
伊
豆
半
島
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
ジ
オ
リ

ア
」
で
は
、
川
の
流
れ
を
特
殊
な
砂
と
水
流

（
※E

m
river

）
に
よ
っ
て
長
年
の
変
化
を
分
か
り

や
す
く
説
明
い

た
だ
き
、
当
市

で
も
導
入
に
値

す
る
と
考
え
る

の
で
、
設
置
に

向
け
た
検
討
を

願
い
た
い
。

ふわふわドーム（大和ゆとりの森公園）

お試し移住施設（都留市）

Emriver での説明

※　Emriver（イーエムリバー）とは、川の流れによる地形の変化を探る模型実験
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提言書

令和5年度予算編成に向けて市長へ提言書を提出しました
　令和４年第３回定例会、９月１日に決算審査特別委員会（議長と議会選出監査委員を除く16名）が設置され
ました。各常任委員会の３つの分科会において、９月 14日、16日、21日の３日間で各所管事業に対し、慎
重に審査を行い、９月28日に決算審査特別委員会を開催しました。
　決算審査特別委員会における審査意見をまとめ、10月３日市長に提言を行いました。抜粋して報告します。

●総務分科会
・防災行政無線・情報システム整備事業
　コスモキャストについて、利便性を向上させ、利用者数を増加させるよう継続して啓発して取り組むこと。
・移住交流促進事業
　令和３年度は、過去３年平均の３倍弱の移住者があった。今後、移住者の移住元や年齢等、基礎調査の実
施を踏まえ、なぜ大幅に移住者が増えたのか要因分析した上で、更なる移住者の増加に向けて効果的な移住・
定住政策を進めること。

●厚生分科会
・不法投棄対策事業
　不法投棄に関する情報が入った場合は、現場を見に行くなど状況を確認し、しっかりとした対応を行うこ
と。また不法投棄防止に関し啓発を行うこと。
・子供医療費助成事業
　小学生、中学生の通院および入院に係る医療費の助成については、市の単独事業であり、愛媛県内のすべ
ての市町で助成を実施していることから、国の責任において実施される事業として働きかけを行うとともに、
適正受診の理解と協力を求めること。

●産業建設分科会
・ジオブランド推進事業
ジオの至宝について、認定数が 11品と伸びておら
ず、認知度向上に向けた周知拡大に努めること。ま
た認定商品のパッケージへの至宝のロゴ記載や道の
駅など絵の専門ブース設置など更なるブランド化に
向けた取り組みを検討すること。
・住宅リフォーム事業
市民から需要のある事業であり、経済効果も大きい
ため、予算枠の拡大に向けた調査研究を行うこと。
また補助要件の一つに市産材を利用するとあるため、
森林環境贈与税が活用できないか調査・研究を行う
こと。
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政務活動費収支報告

令和３年度　政務活動費収支報告
市では、地方自治法に基づき、議員の調査研究に必要な経費の一部として、議員 1人あたり月額１万

円を前払いで交付しています。（会派の場合、所属議員数に応じて交付）

年度末までに支出残高がある場合は返還します。

●主な支出項目の説明
調 査 研 究 費 議員（会派）が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費

研 修 費 議員（会派）が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費

資 料 作 成 費 議員（会派）が行う活動に必要な資料の作成に要する経費

資 料 購 入 費 議員（会派）が行う活動のために必要な図書、資料等の購入に要する経費

※この他にも、広報費、広聴費、要請・陳情活動費、会議費、人件費、事務所費があります。

●収支一覧表

NO 議　　員　　名 交付額 支出額
支　出　額　の　内　訳

返還額
調査研究費 研修費 資料作成費 資料購入費

1 和　気　数　男 120,000 0 120,000

2 宇都宮　久見子 120,000 0 120,000

3 信　宮　徹　也 120,000 46,525 46,525 73,475

4 宇都宮　俊　文 120,000 46,525 46,525 73,475

5 加　藤　美　香 120,000 0 120,000

6 中　村　一　雅 120,000 46,525 46,525 73,475

7 河　野　清　一 120,000 46,525 46,525 73,475

8 佐　藤　恒　夫 120,000 7,000 7,000 113,000

9 山　本　英　明 120,000 0 120,000

10 竹　﨑　幸　仁 120,000 0 120,000

11 小　玉　忠　重 120,000 50,925 46,525 4,400 69,075

12 源　　　正　樹 120,000 17,820 17,820 102,180

13 井　関　陽　一 120,000 0 120,000

14 中　村　敬　冶 120,000 0 120,000

15 二　宮　一　朗 120,000 46,525 46,525 73,475

16 兵　頭　　　学 120,000 46,525 46,525 73,475

17 森　川　一　義 120,000 0 120,000

18 酒　井　宇之吉 120,000 48,825 46,525 2,300 71,175

計 2,160,000 403,720 372,200 7,000 2,300 22,220 1,756,280

（単位：円）
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　去る8月 30日、今年の春に車両を全面リニューアルした2代目「伊予灘ものがたり」が、え
ひめ南予きずな博の開催に伴い、卯之町駅へやってきました。初めて定期運行区間外を運行する
ということで、座席はほぼ満席でした。また、乗客の皆さんは車窓か
らの風景や乗り心地、卯之町の町並み散策などを楽しまれていまし
た。
　当議会としても、待望の伊予灘ものがたりがくるということで、手
作りのうちわでおもてなしをしました。
　今回は特別運行でしたが、今後、定期運行になれば多くの方に西予
市を訪れていただくきっかけになるのではないかと感じました。今回
の運行に関してＪＲ四国をはじめ、ご協力いただいた関係各位に心よ
り感謝申し上げます。
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　暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と

言
い
ま
す
が
、
胃
袋
だ
け
は

一
足
先
に
秋
を
迎
え
ら
れ
て

い
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　今
号
は
防
災
士
さ
ん
か
ら

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
前
号

の
ジ
オ
ガ
イ
ド
さ
ん
も
そ
う

で
し
た
が
、
皆
さ
ん
強
い
信

念
と
豊
富
な
専
門
知
識
・
経

験
の
も
と
、
懸
命
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご

活
躍
を
心
よ
り
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

和
気

　数
男

　僕は、困っている人がいたら、優しく手をさ

しのべられる大人になりたいです。

　僕はこれまで、知らない人に声をかけること

に戸惑うことがよくありました。しかし、ある時、

勇気を出して、困っている人に声をかけて、手

助けをしました。その時、相手の人から笑顔で「あ

りがとう。」と言われ、僕の方がうれしくなりま

した。また、その人の笑顔を見ると、声をかけ

て本当によかったなと心から思うことができま

した。

　僕は今、積極的に考えて行動するように心が

けています。児童会でも副会長として、集会の司会やあいさつ当番など、みんなが楽しく生活で

きるよう、活動しています。これからは今まで以上に、自分にできることを考えて、将来周りの

人を助けられる大人になりたいと思います。

きかせて！あなたの夢
西予市の小学生が将来の夢を語るコーナーです。
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郎さん（野村小学校６年）

議会レポート「えひめ南予きずな博　
開明学校創建140周年記念！卯之町歴史探訪の旅」
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